
2023 年度第 2 回出版委員会議事次第 

日時：2023 年 9 月 9 日（土）午前 10 時 00 分から 

出席出版委員： 坂内、髙橋、（内橋）、小嶋、高田、永井、南後、日比野、上田、中村 

 

報告事項： 

１． 会誌編集委員会報告（上田氏）：出 1 

２． Biophysics and Physicobiology 編集委員会報告（中村氏）：出 2 

1. BPPB の発刊状況 

2. 特集号の提案について 

3. 生成 AI が疑われる原稿について 

3. ウェブサイト編集委員会報告（小嶋氏）：出 3 

審議事項： 

4. BPPB 編集委員改選について（坂内氏）：出 4 

5. 学会としての書籍出版事業計画について（髙橋氏） 

  



報告事項： 

１． 会誌編集委員会報告：出 1 

上田氏より会誌編集委員会に関する報告がなされた。 

 

２． Biophysics and Physicobiology (BPPB) 編集委員会報告：出 2 

中村氏より、BPPB 編集委員会に関する以下の報告がなされた。 

●BPPB の発刊状況について報告があった。 

●BPPB特集号の提案が承認された。 

●生成 AI が疑われる原稿の取扱いについて報告があった。 

 

3. ウェブサイト編集委員会報告：出 3 

小嶋誠司氏より、ウェブサイト委員会に関する以下の報告がなされた。 

●裳華房の教科書への転載許可について。 

●BPPB にImpact Factorが付与されたことをHPに掲載。  

●「生物物理について」（高校生向けのアウトリーチサイト）の更新。 

●２０２４年１月の委員改選、すでに候補者の内諾を得ている。年会会期の理事会で、審議する予

定。 

●ＨＰ上の年会サイトについて、スマホ対応の修正案が提案された。 

HP修正案について、委員会で了承された。 

 

審議事項： 

4. BPPB 編集委員改選について（坂内氏）：出 4 

坂内氏により、ＢＰＰＢ編集委員改選に伴う候補者リストの報告があり、委員会および理事会にて、

承認された。 

 

5. 学会としての書籍出版事業計画について（髙橋氏） 

髙橋氏より、生物物理書籍出版に関するワーキンググループ立ち上げについて提案がなされた。 

  



2023 年度第 2 回男女共同参画・若手支援委員会議事次第 

日時：2023 年 9 月 9 日（土）午前 11 時 00 分から 

出席委員：西坂、髙橋、相沢、秋山、片山、小島清嗣、須藤、中根、藤原、山下 

審議および報告事項 

1. 2023年度年会にむけて 

１）若手奨励賞（秋山氏・西坂氏）：資料 1-1 

２）学生発表賞（相沢氏・西坂氏）： 

３）男女若手シンポジウム（片山氏）：資料 1-3 

４）キャリア支援説明会（中根氏）：資料 1-4 

2. IUPAB2024 若手奨励賞・学生発表賞について（西坂氏） 

3. 女子中高生夏の学校 2023 参加報告（藤原氏）：資料 3 

4. 男女共同参画学協会連絡会運営委員会報告（須藤氏・藤原氏）：資料 4 

5. IUPAB2024 における理事会企画の男女若手イベントについて（髙橋氏） 

6. IUPAB2024 における若手主体による前夜祭企画補助について（髙橋氏） 

7. IUPAB2024 中の活動のアイディアについて（髙橋氏） 

8. その他 

  



報告事項： 

1. 2023年度年会にむけて 

１） 若手奨励賞：資料 1-1 

秋山氏、西坂氏より、若手奨励賞に関して以下の報告がなされた。 

●1次審査により招待講演者が選出された。 

●2次審査は名古屋年会1日目 午前９：００－１１：３０。選考委員会は午後の予定である。 

 

２） 学生発表賞： 

相沢氏、西坂氏より、学生発表賞に関して以下の報告がなされた。 

●書面審査により1次審査通過者が選出された。 

●名古屋年会１日目 午後に英語口頭発表による選考会を行う。 

 

３） 男女若手シンポジウム：資料 1-3 

片山氏により、男女共同参画・若手支援委員会企画シンポジウム「ハイブリッドイベントのベストプラクテ

ィスを考える」について、以下の報告がなされた。 

●名古屋年会３日目にシンポジウムを開催する予定。 

 

４） キャリア支援説明会：資料 1-4 

中根氏より、キャリア支援説明会について、以下の報告がなされた。 

●名古屋年会１日目ランチョンセミナーを開催予定。 

 

2. IUPAB2024における若手奨励賞・学生発表賞の扱いについて 

西坂氏より、以下の報告がなされた。 

●IUPAB2024において、日本生物物理学会 若手奨励賞の選考を例年通り行う。 

●1次審査を経た招待講演者は、口頭発表（２日目午前発表、午後審査）およびポスター発表を行う。 

●学生発表賞については検討中。 

・ 

3. 女子中高生夏の学校 2023 参加報告：資料 3 

藤原氏より、女子中高生夏の学校（埼玉、８月５，６日、参加者１００名）への参加報告がなされた。 

 

4. 男女共同参画学協会連絡会運営委員会報告：資料 4 

須藤氏より、男女共同参画学協会連絡会運営委員会について以下の報告がなされた。 

●須藤氏、西坂氏、藤原氏が一般社団法人男女共同参画学協会連絡会 第 21 期 第 3 回運営委員会

へオンライン参加。 

●日本学術会議との連携についての報告。 

●１０月１４日 東京大学シンポジウム参加（須藤氏、藤原氏予定）に関する旅費について申請がなされ、 

委員会にて承認された。 

 

5. IUPAB2024 （2024年６月）における理事会企画の男女若手イベントについて（髙橋氏） 

以下に続く6と総合的に説明・議論がなされた。 

 

6. IUPAB2024 における若手主体 前夜祭企画への補助について（西坂氏、髙橋氏） 

西坂氏より、若手の会より以下の提案があった旨、報告がなされた。 

●IUPAB2024において、学生主導の前夜祭を、京産大（横山先生ご協力）にて行いたいと提案がなさ



れた。 

●海外からの招待講演者と若手との交流会を“若手中心の前夜祭”として開催する。 

●若手の会からは旅費支援の要望が上がっている。 

上記支援について、委員会および理事会にて、承認された。 

 

7. IUPAB2024 中の活動のアイディアについて 

●髙橋氏より、男女共同参画に関する国別状況についてのランチョンセミナー企画の提案がなされた。 

●Women empowerment、Diversity and inclusionなどの説明がなされた（坂内氏）。 

●IUPAB2024にて交流促進企画の募集について説明がなされた。（髙橋氏）。 

●エクスカーションについては、おもてなしワーキングループ（代表：産研 谷氏）で検討中であり、近々、実

行委員会で情報共有があるとの説明がなされた（永井氏）。 

 

8. その他 

・特になし 

  



2023 年度第 2 回（一社）日本生物物理学会理事会議事次第 

日時：2023 年 9 月 9 日（土）13：00～17：00 

場所：東北大学（オンライン開催） 

 

出席者: 理事総数 20名 出席理事 16名 （代表理事を含む） 

代表理事（会長） 髙橋 聡 理事（副会長） 坂内 博子 

理事（副会長） 西坂 崇之  理事 相沢 智康 

理事 秋山 修志 理事 片山 耕大 

理事 小島 清嗣 理事 小嶋 誠司 

理事 須藤 雄気 理事 高田 彰二 

理事 中根 大介 理事 永井 健治 

理事 南後 恵理子 理事 日比野 佳代 

理事 藤原 郁子 理事 山下 敦子 

 

監事: 監事総数 2 名 出席監事 2 名 

監事 金城 政孝  監事 諏訪 牧子 

 

オブザーバー:  

邦文誌編集委員長 上田 昌宏 

欧文誌編集委員長 中村 春木 

ウェブサイト編集委員長 小嶋 誠司（兼任） 

2023年度年会委員長 神取 秀樹 

2024年度年会委員 田端 和仁 

2024年度年会委員 林 久美子 

中部支部長 古谷  祐詞 

 

陪席者: 

学会事務局 末吉 建太    

 

議長：代表理事（会長） 髙橋 聡 

議事録作成者: 日比野 佳代 

 

 

報告事項 

1. 地区報告 

中部支部：報 1-1 

中国・四国支部 

2. 2023 年度年会準備状況（神取・小嶋）：報 2 

3. IUPAB2024 準備状況（田端・林)：報 3 

（来年度の論文賞、ECA スケジュールについて） 

4. 2025 年度年会準備状況（高田）：報 4 

5. 国際関係委員会報告（中根・藤原）：報 5 

6. 賞・助成金推薦委員会報告（坂内）：報 6 



7. 企業支援WG 活動報告(小島清)：報 7 

その他 

 

審議事項 

1. 諏訪先生・坂内先生のシンポジウムについて(髙橋)：議 1 

2. インボイス制度について(髙橋)：議 2 

3. ロシアによるウクライナへの軍事的侵攻に関する声明文について(髙橋)：議 3 

 

連絡事項 

次回理事会日程について（髙橋） 

2023 年度第 3 回理事会 

日時：11 月 14 日（火） 11：50～12：40 

場所：名古屋国際会議場 1 号館 3 階 K 会場 

2023 年度第 3 回男女共同参画・若手支援委員会：2023-4 理事会と合わせて 

2023 年度第 3 回出版委員会：年会時に理事会と合わせて開催 

  



定足数の確認： 

理事会の審議に先立ち、議長・高橋 聡氏より定足数の報告があった。 

理事総数20うち、出席者16により過半数を超えた。 

（報告・審議に先立ち、議長・髙橋 聡氏より定足数の確認にかえた自己紹介の依頼があり、実施された。） 

 

報告事項： 

1. 地区報告 

中部支部：報 1-1 

中部支部長 古谷氏より、以下の報告がなされた。 

●ゆうちょ銀行から中部支部の口座に関する問い合わせ（預金者情報の整備への協力依頼）があった。活動

実績を郵送し、対応した（古谷氏）。 

●支部だより（活動と研究室紹介）を寄稿した。 

●金沢で講演会を予定している。 

2. 2023 年度年会準備状況（神取・小嶋誠司）：報 2 

神取氏により、以下の報告がなされた。 

●年会準備、賞関連準備は相沢氏、飯野氏、秋山氏、小嶋誠司氏を中心に非常に順調進んでいる。 

●全体予算が最終的に赤字になる点が報告、審議の依頼がなされた。 

理事会にて、名古屋年会最新予算案について、承認された。 

 

小嶋誠司氏より、学会準備状況に関して、以下の点について説明がなされた。 

●日程に関する報告 

●演題数に関する報告 

●会場に関する報告 

●高校生発表に関する報告 

●企業協賛に関する報告 

●懇親会に関する報告 

●賞および表彰などに関する報告 

●年会サポート業務に関する報告 

 

以上の報告を元に以下の議論がなされた。 

●会場への案内について、蛋白質科学会を参考に検討する（小嶋誠司氏）。 

●若手の会の要望が審議された。 

●BPセミナー協賛対策など、運営ノウハウについて情報共有・提案がなされた（永井氏）。 

 

 

3. IUPAB2024 準備状況（田端・林)：報 3 

田端氏より、ＩＵＰＡＢ２０２４準備状況に関する以下の説明がなされた。 

●IUPAB2024日程案が報告された。42シンポジウム（座長、スピーカーの選定終了、今後、ポスターか

らのピックアップを行う）。 

●各日AMプレナリレクチャ、キーノートレクチャを予定。 

●ミキサー、カンファレンスディナーなどを予定。 

●参加登録11月1日より開始、演題登録1月末締め切り（2月半ば本締め切り） 

●依頼：アワードの１次審査（2024年2月中旬～3月）。協賛募集の協力（会議ポスターと協賛趣意書を送付



予定）。 

●2024年、2025年の論文賞は2年分を2025年に表彰する。 

●シンポジウム座長にアワード関連を依頼する。 

 

賞・旅費補助について 

●若手奨励賞、学生発表賞、ポスター発表賞について議論がなされた。 

●旅費支援について議論がなされた。 

 

ハンズオントレーニングについて 

林氏より、ハンズオントレーニングに関する以下の説明がなされた。 

●開催経緯と意義について。 

●5プログラム（阪大 永井氏、金沢大学 安藤氏、理研 杉田氏、分子サイバネティクス領域、他１領域）

について。  

●生物物理学会からの国内旅費支援について。 

 

協賛募集について 

●企業協賛の募集について、理事会へ依頼がなされた。 

 

・審議事項： 

協賛講演をした学術団体の利益に関する提案がなされ、理事会にて承認された。 

 

その他 

ＩＵＰＡＢ本体の様々な賞への応募要請がなされた。 

 

4. 2025 年度年会準備状況（高田）：報 4 

高田氏より、2025 年度年会準備状況について、以下の報告がなされた。 

●会場は奈良県コンベンションセンター2025年9月2３日午後～26日（仮予約）。 

●実行委員会の体制概要。実行委員長：高田氏、副実行委員長：寺川氏（京大）、会場：今本氏（京大

理）、その他詳細は添付資料を参照。 

 

 

5. 国際関係委員会報告（中根・藤原・西坂）：報 5 

西坂氏より、以下の報告がなされた。 

●2025年ＡＢＡ 香港開催 日本から50人規模で参加予定。 

●ＩＵＰＡＰ 国際物理連合のＢiologyが2023年8月１４-18日 ソウルで開催。学会からは5名に補助をし、参

加した。 

 

 

6. 賞・助成金推薦委員会報告（坂内）：報 6 

坂内氏により、賞・助成金推薦の進捗について報告がなされた。 

 



7. 企業支援WG 活動報告(小島清)：報 7 

ピッチコンテストについて 

小島清嗣氏より、年会のピッチコンテストについて説明がなされた。 

 

企業団体との連携の試みについて 

小島清嗣氏より、生物物理学会と企業団体との連携の試みについて説明がなされた。 

 

その他 

ピッチコンテストのブース数について、 9月20日確定・連絡予定である（小島清嗣氏）。 

 

8. その他 

・なし 

 

 

審議事項： 

1. 諏訪先生・坂内先生のシンポジウムについて(髙橋)：議 1 

日程、内容について説明がなされ、承認された。 

 

2. インボイス制度について(髙橋)：議 2 

学会としてインボイス番号を取得する手続きを税理士に依頼することが承認された。 

 

3. ロシアによるウクライナへの軍事的侵攻に関する声明文について(髙橋)：議 3 

髙橋氏より、以下の説明および審議の依頼がなされた。 

●ロシアによるウクライナへの軍事的侵攻に関する声明文について。学会として2022年度に声明

を出しているが、２０２３、２０２４年度の理事も支持する旨を追記し、声明を更新したい。 

⇒ ★現理事の賛同者のみ名前を載せることが、理事会にて、承認された。 

 

4. 時期PBBP編集委員候補について。 

理事会にて、承認された。 

 

連絡事項： 

1. 次回理事会日程について（髙橋） 

2023 年度第 3 回理事会 

日時：11 月 14 日（火） 11：50～12：40 

場所：名古屋国際会議場 1 号館 3 階 K 会場 

2023 年度第 3 回男女共同参画・若手支援委員会：2023-4 理事会と合わせて 

2023 年度第 3 回出版委員会：年会時に理事会と合わせて開催 

 



その他の発議を求めたところ、格別なしと認められたので、議長は 17：15 に閉会を宣言して散会した。 

上記の議決を明確にするため、定款第六章第三十三条の規定によりこの議事録を作成し、代表理事及び監

事が次に記名押印する。 

 

2023 年 9 月 9 日 

一般社団法人 日本生物物理学会 2023 年度第 2 回理事会

代表理事 髙 橋 聡 （印） 

監事 金 城 政 孝 （印） 

監事 諏 訪 牧 子 （印） 


